
識
別
作
用
の
非
椙
禧
性
に
關
す
る
罪
業
的
研
究

（
承
前
）

千
　
．
葉
㌔
　
胤
　
成

　
　
　
　
　
②
　
聴
豊
の
範
團
に
於
け
る
識
別
作
用
の
非
相
国
性

　
　
聴
畳
殊
に
音
の
強
度
を
以
て
す
る
實
験
は
次
の
困
難
之
に
俘
ふ
ζ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
殿
。

　
即
晋
の
張
度
の
憂
化
あ
る
と
き
は
亦
面
分
性
質
の
憂
化
現
は
れ
來
ウ
た
め
に
弱
き
強
度
の
差
異

　
を
抹
殺
し
叉
は
強
度
の
差
異
と
の
混
同
を
起
す
こ
と
南
京
の
強
度
を
測
定
す
べ
き
満
足
な
る
物

　
理
的
方
法
を
鋏
き
從
っ
て
主
親
達
方
法
に
よ
6
外
途
な
き
こ
と
是
で
あ
る
。
以
上
の
困
難
の
存

　
す
る
に
竜
拘
は
ら
ず
習
に
よ
る
實
験
は
一
は
威
畳
の
残
留
短
時
聞
な
る
た
め
一
は
威
官
の
疲
勢

　
大
な
ら
ざ
る
π
め
一
般
に
威
畳
の
法
主
を
研
究
す
る
に
好
適
欺
う
と
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
　
撮
て
聴
毛
の
識
別
性
に
偉
し
始
め
て
露
髄
を
試
み
控
る
は
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
で
な
る
。
彼
は
漸
化

　
法
に
よ
ウ
音
響
振
子
の
落
下
の
高
さ
は
共
強
度
を
匿
別
し
得
る
だ
め
に
は
三
と
四
と
の
關
係
に

㎜
あ
る
べ
き
書
見
し
後
書
の
研
究
あ
ウ
殊
に
・
フ
・
ツ
シ
・
姦
落
下
式
　
是
婁
用
ゐ
個
人
的
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硬

　
　
　
　
　
欝
…
刷
作
湧
の
露
相
霧
弛
に
關
…
す
る
實
瞼
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
　
第
三
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
允
二

㎜
異
の
著
し
途
と
蕎
調
し
シ
、
↓
、
ル
隻
タ
ル
ン
の
音
量
化
磐
用
ゐ
燃
＋
乃
至
千
言

　
振
動
の
問
に
於
て
同
時
鈎
音
の
揚
合
は
明
か
に
縫
時
的
昔
の
聯
合
よ
う
も
識
周
性
小
な
る
こ
と

　
を
護
し
て
居
る
。
然
る
に
吾
人
の
問
題
π
る
識
別
の
非
相
稻
性
に
聾
し
て
特
に
種
々
の
注
意
を

　
輿
へ
て
居
る
の
は
平
幕
て
昔
調
に
塗
す
る
實
験
に
多
い
。
　
吾
人
は
次
に
強
度
に
蘭
す
る
實
験
の

　
結
果
を
見
そ
れ
よ
ウ
調
子
に
秘
す
る
も
の
に
及
ば
う
と
恩
ふ
。

　
　
先
づ
エ
ン
ぜ
。
ル
は
落
下
式
球
を
用
ゐ
倍
加
法
に
よ
ゑ
【
音
の
張
度
の
識
捌
性
を
試
遷
し
又
等
分

　
法
に
よ
ク
て
實
駿
ぜ
る
が
初
め
彼
は
第
二
音
の
塘
す
場
合
即
上
昇
の
揚
合
は
第
二
音
の
減
ず
る

　
揚
合
帥
下
降
の
揚
合
よ
り
も
識
別
閾
大
な
ら
ん
と
預
期
せ
し
に
却
ウ
て
寧
ろ
反
甥
の
結
果
を
得

　
禿
。
　
叉
ホ
ェ
ー
フ
凱
ル
は
ス
タ
ル
ケ
の
落
下
式
、
音
度
計
を
用
ゐ
當
否
法
に
よ
う
暑
の
強
度
の
識
溺
性

　
　
（
一
）

　
を
検
査
せ
る
が
之
に
よ
れ
ば
明
か
に
音
の
強
く
な
る
方
弱
く
な
る
方
よ
ウ
竜
識
別
性
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
ケ
ラ
置
も
叉
落
下
式
量
度
計
を
用
ゐ
音
の
張
度
の
識
別
性
に
つ
き
多
度
法
の
揚
合
と
最
小
法
の

　
似
合
と
を
比
較
せ
る
が
薫
れ
に
あ
釦
て
も
強
く
な
る
方
弱
く
な
る
方
よ
ウ
も
識
別
閾
は
小
即
到

　
噺
確
か
な
る
こ
と
を
見
π
．
こ
れ
は
精
密
な
る
實
駿
で
あ
っ
て
信
書
す
る
に
足
る
竜
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
　
次
に
膏
の
調
子
に
隠
し
て
は
多
く
の
實
験
が
あ
る
。
ジ
ル
ソ
は
ア
ッ
プ
ン
の
晋
調
測
定
雛
を
用

　
ゐ
當
否
法
に
よ
参
記
憶
の
實
鹸
を
な
し
π
の
で
あ
る
が
其
結
果
に
．
よ
れ
ば
末
だ
練
習
を
経
ざ
る



　
者
叉
は
晋
二
尊
修
練
な
き
者
に
あ
郵
て
は
比
較
的
高
苦
の
揚
合
に
上
昇
は
下
降
よ
り
竜
識
別
し

　
易
く
比
較
的
低
暑
の
言
合
は
之
に
反
す
る
。
故
に
割
合
に
高
き
晋
は
非
常
に
高
く
割
合
に
低
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
音
は
非
常
に
低
ぐ
聞
く
。
然
る
に
此
關
係
は
練
習
に
よ
O
て
消
滅
す
る
と
云
っ
て
居
る
。
　
マ
イ

　
ヤ
事
は
第
二
音
の
高
き
揚
合
判
噺
よ
ウ
確
か
な
る
こ
と
は
ル
7
卜
既
に
二
二
験
の
結
果
に
よ
う

　
、
結
論
し
得
と
思
惟
せ
ウ
と
云
っ
て
居
る
が
鵜
沼
身
竜
音
叉
を
用
ゐ
當
否
法
に
よ
う
音
の
調
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
識
別
性
に
つ
き
試
験
し
て
居
る
。
・
之
に
よ
れ
ば
吾
調
の
低
く
な
る
と
き
は
高
く
な
る
と
き
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
竜
識
別
困
難
で
あ
る
。
但
し
こ
は
混
合
の
場
合
な
る
が
ス
ト
ゥ
ン
プ
被
験
者
π
う
し
揚
合
に
は
六

　
百
振
動
に
あ
ゑ
て
は
何
れ
も
等
し
く
百
、
二
百
、
千
二
百
振
動
に
あ
ウ
て
は
低
く
な
る
方
却
ウ
て
稽

　
識
別
容
易
な
ゲ
し
竜
四
百
振
動
に
あ
ウ
て
は
高
く
な
る
方
識
別
容
易
で
あ
っ
π
ゆ
帥
高
低
に
よ

　
ウ
到
斯
の
難
易
は
結
論
し
が
た
し
と
云
っ
て
居
る
。
な
砥
叉
彼
は
漸
化
法
に
よ
る
と
き
は
預
期

　
の
影
響
入
鉱
來
る
を
以
て
不
便
な
る
こ
と
を
注
意
し
て
居
る
。
ス
ト
ゥ
ン
プ
は
著
調
の
識
別
に
つ

　
き
練
脅
あ
る
被
験
者
で
あ
る
が
が
の
ラ
ル
フ
の
揚
合
と
同
じ
く
練
習
に
よ
ウ
此
の
如
き
結
果
を

　
來
す
は
注
意
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
叉
ス
・
グ
μ
ン
は
其
音
響
鍵
化
器
を
用
ゐ
當
憲
法
に
よ
う
吾

　
調
の
識
別
性
を
ば
繊
績
的
の
窒
息
と
申
断
的
の
揚
合
と
に
つ
き
試
験
し
沌
が
標
準
の
調
子
は
約

脳
二
百
四
＋
振
動
の
附
近
に
於
て
し
π
・
。
而
し
て
其
結
果
に
よ
れ
ば
縫
績
的
の
揚
合
に
は
高
一
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
　
　
　
　
識
瑚
作
用
の
罪
相
総
性
に
醜
す
る
豊
麗
的
研
究
　
　
，
　
　
　
　
　
　
九
三
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哲
，
墨
研
究
　
　
第
三
十
號
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
圏

る
方
低
く
な
る
方
よ
ウ
竜
識
別
確
か
な
る
毛
中
断
的
の
揚
合
に
は
低
く
な
る
方
却
ウ
て
識
瑚
し

易
き
乙
と
を
粗
景
し
て
居
る
。
彼
は
後
更
に
同
じ
く
音
響
遷
化
器
を
用
ゐ
獲
化
の
速
度
に
よ
ら

識
別
性
が
如
何
な
る
醜
態
を
呈
す
る
か
を
無
力
の
で
あ
る
が
此
際
亦
標
準
の
調
子
は
二
百
四
十

振
動
附
近
に
於
て
し
た
。
之
に
よ
れ
ば
、
蓮
度
小
な
る
ほ
ど
旧
事
正
確
で
あ
る
が
遽
度
同
じ
き
と

　
　
　
　
　
　
．
　
　
（
八
）

き
は
高
く
な
る
方
低
く
な
る
方
よ
ウ
竜
鋼
断
正
確
で
あ
っ
π
。
而
し
て
其
差
異
は
速
度
大
な
る

と
き
殊
に
著
し
い
。
更
に
ホ
ィ
ヅ
ブ
ル
ば
亦
ア
。
プ
ン
の
団
塊
測
定
器
を
用
ゐ
虚
蝉
法
に
よ
ム
音
調

の
識
別
性
を
は
次
の
標
準
振
動
に
よ
う
て
槍
し
だ
。
即
六
百
十
二
、
七
百
廿
四
、
八
百
三
十
二
、
九
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

廿
八
、
及
九
百
八
十
四
是
で
あ
る
。
　
勿
論
第
＝
音
と
第
二
音
と
の
問
隙
如
何
に
よ
う
多
少
の
差
違

あ
れ
ど
大
豊
に
於
て
識
別
牲
は
第
三
膏
と
等
し
き
と
き
最
大
第
二
書
が
高
き
と
き
之
に
次
ぎ
第

二
臨
B
が
低
訊
さ
と
q
さ
晶
中
小
で
あ
っ
沁
。
　
終
∵
9
し
に
　
ヘ
　
ン
　
モ
　
ン
は
振
動
卿
十
山
ハ
．
十
二
、
八
、
四
の
四
種
の
差
を

用
ゐ
其
識
別
時
問
を
測
定
し
て
以
て
普
調
の
識
悪
性
を
槍
塗
せ
る
が
、
或
被
験
者
は
璽
か
に
第
二

音
低
き
と
き
高
き
と
魯
よ
ウ
も
識
劉
上
聞
大
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
居
る
。
併
し
彼
は
『
此
差
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
）

に
つ
き
て
は
ル
フ
ト
之
を
注
意
せ
る
が
マ
イ
や
置
は
之
を
登
見
し
て
居
ら
諏
吾
人
の
研
究
に
あ

少
て
は
一
々
験
者
の
揚
合
に
は
極
め
て
著
し
く
此
關
係
を
表
は
し
π
る
も
他
被
験
者
の
揚
合
に

は
毫
も
此
關
係
存
せ
ず
思
ふ
に
こ
は
純
灘
個
人
の
相
違
に
因
す
る
で
あ
ら
う
』
と
云
っ
て
居
る
。



　
聴
畳
に
「
於
け
る
識
圃
の
非
相
照
性
の
野
饗
に
つ
き
導
入
は
昔
の
強
度
及
調
子
各
に
於
て
實
験

を
試
み
ん
と
し
π
。
然
る
に
強
度
に
就
て
は
種
々
の
障
碍
の
だ
め
之
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
來

ず
な
ほ
他
日
を
期
せ
ざ
る
を
三
等
。
調
子
に
就
て
は
吾
入
は
二
種
の
實
鹸
を
試
み
π
。
卸
一
は

當
否
法
に
よ
る
竜
の
他
は
漸
化
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
先
づ
四
聖
法
に
よ
る
實
験
は
大
正
四
年
十
月
よ
5
翌
大
正
五
年
二
月
ま
で
の
問
に
於
て
京
都

帝
國
大
群
丈
科
大
暑
心
理
學
實
験
揚
聴
畳
畳
に
於
て
之
を
施
行
せ
る
が
氣
温
氣
腰
の
激
憂
あ
る

書影剛斑
拶丁

第九圖

揚
合
を
除
き
大
空
午
前
に
於
て
し
蒔
と
し
て
は
午
後
之
を
施
行
せ
る
乙

と
竜
あ
る
。
三
入
の
被
験
者
は
佃
れ
竜
心
理
學
專
攻
の
學
士
に
し
て
實

験
に
習
熟
せ
る
者
で
あ
る
。

　
實
験
に
使
用
せ
る
器
械
は
．
ア
ッ
ブ
ン
の
・
・
晋
調
測
定
器
に
し
て
低
き
は
百

二
八
狼
動
よ
う
高
き
は
五
百
振
動
迄
二
振
動
宛
の
差
を
以
て
音
調
を
出

し
得
る
如
く
作
ら
れ
て
あ
る
。
帥
第
九
圖
に
示
す
．
如
き
箱
内
に
は
多
く

の
金
野
欝
井
列
し
あ
ウ
雪
ロ
よ
ウ
邊
ら
る
、
塞
氣
に
よ
う
振
動
せ
し
め
得

る
如
く
装
置
さ
れ
、
各
界
に
慮
じ
て
野
外
に
は
多
く
の
鍵
具
へ
ら
れ
或
鍵

1107

例
へ
ば
K
を
引
抜
く
と
き
は
之
に
上
ず
る
辮
振
動
し
任
意
．
の
調
子
を
有
す
る
書
を
出
す
こ
と
が

　
　
　
　
識
…
別
作
用
の
非
祁
稽
性
に
關
…
す
る
欝
欝
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
九
五



　
　
　
　
　
輯
凹
　
煕
寧
　
　
研
　
　
卿
西
　
　
　
第
　
一
二
　
十
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦
　
九
山
ハ

畑
出
子
る
や
う
に
な
っ
て
居
る
。
吾
人
は
百
四
十
、
百
八
十
、
二
百
二
十
、
二
百
六
十
四
、
三
百
、
三
百
四
十
、

1
　
三
百
七
十
、
四
百
二
十
、
四
百
六
十
、
五
百
等
十
種
標
準
音
に
饗
し
各
二
、
四
、
六
、
八
の
振
動
数
等
或
は
檜

　
加
し
或
は
減
少
し
干
る
比
較
音
を
出
し
各
習
合
に
於
け
る
識
朋
の
正
否
各
二
十
回
宛
を
記
録
に

　
と
つ
だ
。
此
の
如
く
し
て
各
冥
合
に
於
け
る
蕊
U
を
百
分
比
に
て
表
は
し
叉
其
精
度
を
計
算
し

　
て
之
を
表
出
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。
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第
五
表
（
被
験
者
F
）

標準 糾÷％醐 差

エ
．
・
％
　
厨
・
D
？
L 差

二
・
％
　
f
出
7
の
？
L

差

二
・
％
‘
＝
」
・
D
π
　
、

140 十S

|8
エ00　　　δ6

P00　　　00

十6

|6
　ユ00　　　00

B109　　　0Q

　P¥4
Q4

100　　　◎◎

P00　　　0Q

十2

Q2×

80　　015951

X5　　1，1631

180
．十8

R8
ユGO　　　◎Q

P00　　　◎Q

十6

|6
100　　　0Q

P00　　　◎Q

十4

Q4
95　　1，1G31

?０0　　　0◎

十2

|2
75　　0，4？69

V5　　0，4769
　・

Q20 十8
|8　　　9

ユOD　　　　Oo

P00　　　　0c　早　　　　　、

十6
|6　　『

10　　　　00
P00　　　　0Q覧　　　　　　　L　甲　　　　h

十4

皷v×

85　　0，7327

X0　　0，9062

十2
�Q

70　　0，3708■70　・0，3708

26養
十8
|　S

100●　　　o◎

P00　　　　00

十6

Q6
100　　　　00

P00　　　　00

十4

|4×

S5　　0，7327

X0　　0，9062

十2

|2×

50　　　　0

E70　0・3708　　　　　　　　「

300
＋　8

|8
100　　　　0Q

撃nO　　　　OO

十6

|6
10〕　　　　QO

P00　　　　0◎

十4×

齔ｷ

95　　1，1631

X0　　0ρ062

↓2X
|2
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聾
第
三
十
號
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一
〇
Q

囎
　
之
に
よ
う
て
見
れ
ば
潮
入
の
問
題
π
る
識
劉
の
非
相
稔
牲
如
何
を
決
定
す
る
之
と
能
は
ず
其

－
．

　
歌
況
被
王
者
に
よ
う
多
少
の
動
揺
あ
う
と
錐
ど
竜
大
膣
に
於
て
寧
ろ
調
子
低
下
の
揚
合
は
高
上

　
の
揚
合
よ
ウ
竜
識
別
正
確
な
る
を
想
は
し
む
る
も
の
あ
う
師
高
上
が
低
下
よ
ゐ
竜
確
實
な
る
も
」

　
の
F
に
於
て
八
。
に
於
て
＋
七
適
に
獲
て
＋
三
な
る
竜
低
下
が
高
上
よ
う
も
確
實
な
る
竜
の
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
に
於
て
十
一
〇
に
於
て
八
N
に
於
て
十
九
で
あ
る
。
帥
C
に
於
て
は
高
上
低
下
よ
り
も
箸
し
く

　
確
實
な
る
如
く
な
る
竜
三
被
験
者
の
葺
合
を
合
算
す
る
と
き
は
畢
均
に
於
て
殆
ん
ど
何
れ
と
輸

　
決
す
る
こ
と
が
出
鱗
葉
や
う
で
あ
る
。
耳
翼
に
注
意
す
べ
き
は
各
被
験
者
典
に
内
省
上
低
下
の

　
揚
合
は
高
上
の
揚
合
よ
う
竜
勃
断
頗
る
困
難
な
る
を
訴
ム
る
あ
う
且
つ
C
の
器
ふ
所
に
よ
れ
・
ば

　
低
下
の
揚
合
は
高
か
ら
ざ
る
を
以
て
低
し
と
側
噺
す
る
こ
と
多
く
從
っ
て
右
の
結
果
は
頗
る
考

　
究
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
全
禮
と
し
て
は
唯
差
の
小
な
る
程
識
別
の
確
度
小
な
る
こ
と
及
同

　
　
一
・
の
差
に
撃
て
は
標
準
音
の
高
き
ほ
ど
識
別
困
難
な
う
て
ふ
一
般
の
事
實
を
想
見
し
得
る
の
み

　
で
あ
，
る
。

　
　
　
　
　
　
〆

　
　
，
次
に
漸
化
法
に
よ
る
實
験
は
大
正
五
年
四
、
五
の
爾
月
に
互
ウ
同
じ
く
京
都
掛
算
大
學
文
科
大

　
學
心
理
學
實
験
揚
聴
畳
室
に
於
て
二
人
の
被
験
者
に
就
き
施
行
し
π
。
爾
人
共
に
心
理
學
．
專
攻

　
に
し
て
一
は
聖
画
他
は
今
生
で
あ
る
が
共
に
實
鹸
に
は
習
熟
せ
る
者
で
あ
る
。
　
F
は
大
低
午
後



碑
時
と
三
時
と
の
聞
に
L
は
午
前
八
時
と
印
十
時
と
の
問
拠
於
て
‘
實
施
レ
た
伊

此
實
験
に
際
し
吾
人
は
軍
絃
琴
を
使
厨
し
だ
の
で
あ
る
が
第
＋
圖
に
示
す
如
メ
絃
は
綱
鐡
の

　
　
　
　
　
　
　
針
金
に
し
て
共
一
端
に
は
錘
W
を
下
げ
駒
M
を
動
か
し
て
固
定
の
習
調
を
出

・
％

M

第十圏

W

す
如
く
し
て
あ
る
。
輩
絃
の
加
滅
に
よ
ム
て
昔
の
強
度
吾
色
に
開
化
を
生
じ

最
初
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
習
熟
す
る
と
き
は
一
方
に
於
て
・
實
験
者
は
同

輔
強
度
同
＝
音
色
を
写
す
こ
と
容
易
な
る
の
み
な
ら
ず
他
方
に
於
て
被
駿
者

は
調
子
を
内
は
強
度
音
色
等
よ
う
、
よ
く
抽
象
す
る
こ
と
を
得
る
に
至
る
よ
う
内

観
上
極
め
て
型
持
よ
く
實
験
を
行
ふ
乙
と
が
出
載
る
。
前
實
駿
に
比
，
し
遙
か

に
，
好
適
な
る
を
畳
え
た
の
で
あ
る
。

　
其
實
施
の
方
法
は
先
づ
被
験
者
を
し
て
器
械
の
数
三
三
に
限
を
閉
ぢ
静
座

　
ぜ
し
め
實
験
者
は
用
意
の
掛
聲
を
な
し
駒
を
動
か
し
て
標
準
昔
を
出
し
調
子
を
高
め
叉
は
低
め

　
而
し
て
貌
れ
に
あ
づ
て
も
最
初
．
僅
か
に
動
か
し
弱
化
の
識
瑚
を
な
さ
し
め
次
に
漸
弐
駒
を
進
め

　
事
案
の
識
別
を
な
さ
し
め
絡
う
に
明
か
に
高
し
文
は
低
し
て
「
ム
識
別
を
な
さ
し
め
之
を
記
鍮
す

　
る
に
あ
る
。
標
準
音
と
し
て
は
八
十
、
七
十
、
六
十
、
五
十
．
四
十
、
三
十
、
二
十
、
十
セ
ン
チ
タ
ー
ト
ル
の
八

聖
画
の
絃
長
を
用
ゐ
各
揚
合
を
記
録
ビ
と
う
し
あ
を
窮
八
表
及
第
九
表
之
凱
る
・
表
申
麗
は

　
　
　
　
　
　
識
励
作
用
の
錐
相
禰
性
に
・
關
す
る
臆
面
酌
画
所
　
　
　
　
　
　
　
　
摂
9
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9

は
高
調
N
o
達
は
低
調
下
潮
、
魯
乙
、
o
襲
は
明
か
に
高
草
は
低
の
識
別
に
し
て
謡
、
o
養
は
高
調
N
、
o
嚢
は
低
調
を

示
し
て
居
る
。
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而
し
て
§
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は
面
出
錯
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し
て
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百
分
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を
以
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「
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は
せ
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も
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で
あ
る
。
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然
る
に
是
等
の
諸
事
は
絃
長
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示
す
に
過
ぎ
ず
し
て
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を
表
は
す
も
の
で
な
い
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扱
て
輩

絃
琴
の
昔
調
は
次
の
式
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に
て
與
へ
ら
れ
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。
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於
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絃
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。
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○
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．
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問
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π
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下
降
の
揚
合
よ
♪
竜
明
か
に
識
別
の
容
易

　
な
る
こ
と
を
結
論
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
　
而
し
て
此
面
験
に
於
て
は
前
述
の
如
く
内
省
上
甚
だ

　
好
適
の
事
情
に
あ
う
而
し
て
爾
被
験
者
り
内
観
に
徴
す
る
に
山
並
が
高
調
に
於
て
容
易
に
し
て

　
低
調
に
於
て
困
難
な
み
こ
と
前
の
何
れ
の
心
密
よ
り
竜
著
し
く
若
し
夫
れ
此
の
如
き
事
情
を
考

　
慮
に
入
る
㌧
と
き
は
鹿
威
樗
性
の
更
に
激
痛
な
る
べ
き
を
思
は
し
む
る
竜
の
が
あ
ウ
全
禮
と
し

　
て
膿
畳
に
於
け
る
揚
合
と
同
様
の
開
係
存
す
る
こ
と
を
結
論
し
得
べ
き
で
あ
る
。
、
な
ほ
調
子
『
の

　
高
き
も
の
ほ
ど
識
別
の
困
難
な
る
≧
と
亦
前
堂
験
と
同
様
で
あ
る
。
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㈲
　
三
豊
の
範
團
に
於
け
る
識
別
作
用
の
非
器
無
性

　
　
覗
畳
に
於
け
る
識
甥
性
は
多
く
は
輝
度
に
關
－
し
行
は
れ
て
、
居
る
。
而
し
て
始
め
て
之
が
測
定

　
を
試
み
π
．
る
弘
は
ブ
喜
ゲ
及
ソ
ェ
ヒ
ネ
ル
で
あ
る
。
彼
等
は
陰
影
の
比
較
に
ょ
う
實
験
を
施
行
し
識

　
密
議
を
震
出
し
六
十
四
分
一
な
る
一
≧
と
を
見
出
し
カ
。
　
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
亦
此
方
法
を
襲
用
し
百
分

　
一
な
る
結
果
を
得
て
居
る
。
　
マ
ッ
ソ
ン
は
回
轄
面
隠
を
用
ゐ
百
分
一
乃
至
百
二
十
分
一
な
る
値
を

　
得
シ
凱
イ
ル
メ
ル
亦
マ
。
ソ
ン
の
圓
板
を
用
ゐ
種
々
の
條
件
の
下
に
實
験
を
施
9
丸
し
殊
に
練
習
の
影

　
響
を
研
究
し
一
週
間
に
し
て
二
百
二
十
分
輔
と
な
〇
一
箇
月
に
し
て
二
百
五
十
分
一
に
達
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
乙
と
を
報
告
し
て
居
る
。
然
る
に
是
等
の
研
究
は
何
れ
略
礎
化
多
き
日
光
堂
に
於
て
行
は
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ

m
’
る
竜
の
な
る
を
以
て
日
光
の
鍵
化
に
俘
ひ
瞳
孔
亦
鍵
化
し
加
之
ア
ウ
ペ
〃
ト
の
既
に
指
摘
せ
る

　
　
　
　
　
識
別
作
用
卑
の
非
相
禰
…
挫
r
に
關
脚
す
る
｛
細
川
り
的
研
究
　
　
　
　
　
・
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



　
　
　
　
、
　
哲
．
學
　
研
　
究
　
　
第
三
十
號
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

蜘
如
く
網
膜
の
状
態
亦
鍵
化
す
。
故
に
此
の
如
く
し
て
得
た
る
識
別
性
は
幽
暗
の
種
々
な
る
疲
勢

1

　
の
歌
態
に
於
て
得
π
る
結
果
と
考
へ
な
，
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
鼓
に
於
て
ク
レ
甚
ペ
リ
ン
は
マ
。
ツ
ン

　
の
圓
板
を
ば
自
室
に
入
れ
之
を
常
平
な
る
光
源
よ
ら
照
し
一
定
の
香
色
の
硝
子
を
点
し
て
見
る

　
こ
と
に
よ
う
如
上
の
影
響
を
．
除
去
し
周
到
な
る
注
意
を
以
て
精
密
な
る
観
察
を
な
し
其
結
果
百

　
二
十
分
一
に
．
近
き
こ
と
を
決
定
し
た
。
「
後
ケ
言
滋
ッ
ヒ
、
プ
ロ
聾
ダ
ソ
の
爾
．
入
は
ス
タ
ア
ソ
ン
蝋
燭

　
の
光
を
粗
面
の
馬
面
に
落
し
一
定
の
間
隙
よ
ム
覗
き
て
實
験
せ
る
が
其
結
果
は
他
の
實
験
に
比

　
し
著
し
く
大
な
る
値
を
示
し
て
居
る
。

　
　
以
上
覗
畳
・
の
光
度
に
關
す
る
識
別
性
の
研
究
を
逓
濡
す
る
に
何
れ
竜
、
光
度
．
の
増
加
叉
ば
，
減
歩

　
の
血
合
を
塵
下
せ
る
を
見
ず
而
し
て
吾
入
の
知
る
限
ヶ
に
煮
て
始
め
て
之
．
に
着
眼
し
増
光
と
減

　
光
と
を
分
ち
研
究
せ
る
は
本
田
氏
で
あ
る
。
郎
氏
は
競
畳
に
．
於
け
る
光
度
の
最
小
識
別
憂
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
關
す
る
公
験
を
行
ひ
ツ
ェ
川
ナ
：
の
光
度
計
を
用
ゐ
臼
、
赤
、
青
の
塵
三
色
に
つ
き
増
光
減
光
の
場
合
に
㌦

　
分
あ
最
小
識
別
嶺
町
閾
を
測
定
し
π
め
で
あ
る
。
か
く
て
増
光
の
値
の
愚
な
る
貫
合
が
五
減
光

　
の
値
の
愚
な
る
場
合
が
二
あ
ウ
而
か
も
一
般
に
は
増
光
と
滅
光
と
着
れ
が
識
別
し
易
い
か
と
い

．
ふ
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
出
來
綴
が
同
一
個
人
の
問
に
は
類
似
織
存
七
型
被
験
者
は
扁
般
に

　
増
光
が
識
別
し
易
い
が
或
被
験
者
は
減
光
を
容
易
に
識
別
す
と
云
っ
て
居
る
。
　
一



’

　
凡
そ
十
二
に
關
す
る
王
土
は
一
は
客
観
的
照
光
を
常
恒
な
ら
し
む
る
≧
と
不
可
能
な
る
た
め

一
は
主
観
的
順
慮
性
に
礎
化
あ
る
に
よ
う
極
め
て
困
難
な
る
も
の
が
あ
る
。
吾
人
は
特
に
光
壁

に
賢
し
吉
相
資
性
の
行
は
る
る
や
否
や
．
を
槍
ぜ
ん
が
π
め
に
種
々
の
装
置
を
工
夫
せ
し
も
何
れ

も
成
功
す
る
に
至
ら
ず
逮
に
極
め
て
限
局
せ
ら
れ
だ
る
或
範
園
に
於
て
施
行
す
る
を
以
て
満
足

せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
つ
禿
の
で
あ
る
。

　
本
實
験
傭
大
正
六
年
五
、
六
の
爾
月
に
互
う
京
都
帝
國
大
雪
文
科
大
半
心
理
學
實
験
場
防
響
室

に
於
て
行
ひ
後
唄
れ
を
暗
室
に
移
し
て
行
つ
だ
。
・
四
人
の
被
「
験
者
の
中
F
C
の
二
人
．
は
心
理
學

圖三十隻

眼
．
圃
よ蹴蹴

M
作
踊
涌
川
の
非
細
胴
稔
性
に
闘
…
・
ず
る
轡
ハ
一
品
的
研
究

專
，
攻
の
學
尊
霊
＾
は
心
理
腰
髄
攻
の
畜
生
丁
は
心
理
學
専
攻
に
あ
ら
ざ
る
竜
實

験
を
習
得
せ
る
學
生
で
あ
っ
た
。
而
し
て
F
C
は
正
常
の
眼
を
有
し
F
は
左
．

眼
を
以
て
C
は
右
眼
を
以
て
し
田
は
十
三
度
の
近
親
左
限
を
用
ゐ
一
は
三
度

の
近
親
左
眼
を
用
ゐ
眼
鏡
の
儘
に
て
観
察
に
從
つ
た
。
か
く
て
甚
し
く
不
快

な
る
天
候
適
温
の
揚
合
を
除
き
午
前
叉
は
午
後
に
施
行
し
だ
。
但
し
被
験
者

王
は
最
初
の
實
墨
描
伽
々
不
精
密
な
る
を
訴
ヘ
カ
．
る
を
以
て
・
更
に
實
験
装
置
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
も

多
少
攣
じ
て
施
行
せ
る
が
其
結
果
は
著
し
き
差
異
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

　
實
験
に
勝
て
吾
人
は
光
源
の
常
恒
を
期
す
る
．
た
め
ヘ
フ
ナ
；
燈
を
使
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
〇
九

、



　
　
　
　
　
禽
鍋
硯
究
　
第
三
十
號
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
一
一
〇

戯
　
之
を
ア
ン
メ
川
、
プ
ロ
唾
ダ
ン
の
光
度
計
を
以
て
覗
き
光
度
計
の
不
用
の
一
面
を
黒
紙
に
て
塞
ぎ

1

　
實
験
者
は
ヘ
フ
ナ
｝
燈
を
或
は
研
け
或
は
曝
け
て
以
て
増
野
曝
は
減
光
の
識
別
を
な
さ
し
め
π

　
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
被
験
者
1
は
各
回
毎
に
・
記
鎌
を
と
る
だ
め
電
燈
を
織
ず
惹
を
不
快
に
感
ず

　
る
旨
訴
へ
し
を
以
て
更
に
全
装
置
を
曙
室
に
移
し
懐
申
電
燈
を
用
み
て
記
録
を
と
ウ
以
て
完
奎

　
を
期
し
π
の
で
あ
る
ゆ
此
の
如
く
し
て
距
離
二
百
、
百
五
十
、
百
、
七
十
五
、
五
十
、
四
十
、
三
十
セ
ン
チ
メ

　
貰
ト
ル
の
七
種
を
標
準
と
し
増
光
滅
光
繭
揚
合
の
識
別
閾
を
見
同
時
に
當
否
如
何
を
示
す
π

　
め
一
　
n
を
百
分
比
に
て
表
は
し
禿
る
竜
の
を
附
加
し
泥
。
　
而
し
て
各
夢
合
十
回
づ
㌔
剛
標
準
に

　
つ
き
二
十
回
を
と
う
其
々
均
を
算
出
せ
る
竜
の
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
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る
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光
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光
源
一
定
す
る
．
と
き
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H
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
炉

な
る
を
以
て
之
に
よ
ウ
て
各
揚
合
の
光
度
を
計
算
す
る
こ
と
が
出
重
る
。
郎
最
も
暗
き
標
準
光

二
百
セ
レ
チ
メ
；
ル
㊨
距
離
に
あ
る
竜
の
を
－
と
す
る
と
き
は
光
度
A
B
c
等
は
次
の
如
く

な
る

之
に
よ
う
て
各
値
を
算
出
す
る
と
き
は
次
の
如
し
。
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光
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得
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な
ほ
一
目
瞭
然
即
ち
し
め
ん
が
π
め
に
之
を
圖
示
す
る
と
き
は
第
十
四
圖
の
如
く
な
る
。
圖
に

　
於
て
横
軸
は
標
準
光
を
示
し
縦
軸
は
各
標
準
光
に
封
ず
る
識
別
閾
の
百
分
比
で
あ
動
而
し
て
實

　
線
は
増
光
を
澱
線
は
減
光
の
揚
合
を
示
し
て
居
る
。

　
　
之
に
よ
う
て
見
る
に
第
圃
に
吾
入
に
著
し
き
は
個
人
的
差
違
の
甚
し
き
に
あ
る
。
被
験
者
ロ
ロ

　
に
於
て
識
別
閾
，
の
甚
大
、
な
る
は
實
験
に
警
得
せ
ウ
と
は
云
へ
特
殊
の
研
究
を
試
み
π
る
こ
と
な

　
く
四
っ
て
本
實
駒
の
主
旨
を
了
解
し
居
ら
ざ
う
し
に
よ
る
の
で
あ
る
。
他
の
三
者
の
中
特
に
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實
験
の
目
的
等
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等
価
よ
く
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せ
る
は
C
及
i
で
あ
ウ
從
っ
て
爾
者
の
揚
戸
識
別
閾
極
め
て

　
聖
な
る
の
み
な
ら
ず
増
光
減
光
雨
揚
合
甚
し
き
差
異
を
認
め
ず
或
は
寧
ろ
減
光
の
夢
合
識
別
閾

囑
解
り
て
小
な
ら
ん
と
す
る
勢
が
あ
畜
。
興
野
標
準
光
度
の
弱
き
空
合
に
穿
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そ
う
で
あ
老
是
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別
作
銅
の
露
相
墾
性
κ
禰
す
る
費
龍
駕
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罠
　
　
璽

れ
二
叉
注
意
を
要
す
る
所
で
あ
る
。
更
に
叉
各
被
験
者
の
内
観
に
尋
ぬ
る
に
何
れ
竜
減
光
の
揚

餅
は
素
噺
頗
る
困
難
に
し
て
増
駕
せ
ざ
る
が
故
に
減
光
な
り
と
断
ず
る
が
如
し
と
訴
ふ
る
乙
と

甚
だ
多
い
。
即
前
述
の
塵
野
馳
に
聴
畳
の
預
合
に
於
て
既
に
現
は
れ
た
る
元
種
の
到
断
は
光
畳

の
揚
合
土
に
顯
著
な
る
を
畳
ゆ
る
の
で
あ
る
。
邸
軍
に
瞭
線
に
現
は
る
、
所
よ
う
之
を
見
れ
ば



　
塘
光
の
場
合
減
光
の
血
合
よ
う
も
▼
識
朋
園
難
な
る
が
如
き
も
の
あ
う
と
錐
竜
其
曲
線
の
意
義
彼

　
此
決
し
て
同
一
に
あ
ら
ざ
る
蔦
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
級
。
か
の
本
田
氏
の
實
験
の
揚
合
に

　
も
恐
ら
く
此
の
如
き
開
係
存
せ
し
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
而
か
も
職
種
の
到
断
は
光
畳
の
揚
合
到

　
底
避
く
べ
か
ら
ざ
る
乱
婚
に
し
て
亦
如
何
と
菟
す
る
こ
と
を
得
ず
、
實
験
施
行
の
方
法
を
改
む
る

　
竜
何
等
得
る
所
が
な
ψ
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
即
急
畳
の
揚
合
は
特
に
砂
絵
の
考
慮
を
顧
み

魯
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
立
っ
て
其
身
よ
参
見
る
と
き
は
亦
識
別
性
減
光
に
於
て
小
な
み
て
ム

　
非
稲
稔
の
一
般
性
を
具
す
る
竜
の
と
噺
ず
る
敢
て
不
可
な
き
竜
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
追
尋
の
食
立
に
幽
し
な
ほ
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
諏
の
は
色
畳
に
關
係
す
る
血
合
で
あ
る
。
　
マ

　
ン
デ
〃
ス
タ
ム
及
ド
ブ
ロ
ゥ
ォ
ル
ス
キ
「
は
太
陽
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
に
つ
き
實
験
せ
る
が
其
結
果

　
に
よ
れ
ば
揚
庭
に
よ
ム
差
違
あ
ウ
其
攣
化
中
間
に
於
て
急
速
に
し
て
爾
極
に
於
て
緩
徐
で
あ
る
。
「

　
ヘ
ン
モ
ン
は
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
殊
に
鼻
端
に
於
け
る
色
に
つ
き
識
圃
拷
問
を
測
ウ
之
を
以
て
識

　
刎
性
の
指
標
と
見
な
す
乙
と
を
得
べ
き
を
唱
へ
て
居
る
。
叉
ケ
貰
ニ
ヅ
ヒ
及
デ
ィ
三
プ
リ
ケ
は
ヘ
ア

　
ム
ホ
ル
ッ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
光
度
計
を
用
み
て
實
験
せ
る
が
大
嵐
に
於
て
ヘ
ン
モ
ン
と
同
様
の
結

　
果
を
得
て
居
る
。
後
ケ
「
ニ
ッ
ヒ
は
申
問
の
強
さ
に
出
て
は
何
れ
の
色
に
あ
φ
て
も
常
恒
な
る
を

賠
見
た
。
さ
れ
ど
何
れ
も
精
密
な
る
結
果
と
云
ふ
を
得
ず
加
之
吾
人
の
問
題
に
脅
し
何
等
鯛
る
＼
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